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凡
例

は
じ
め
に

陳
士
元

『
夢
占
逸
旨
』

内
篇
訳
注

本
編
は
、
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注
の
第
二
稿
で
あ
る
。

前
回
、
序
文
お
よ
び
真
宰
篇
を
対
象
と
し
た
「
陳
士
元
『
夢
占
逸

旨
』
内
篇
訳
注
(
-
)
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
生
号
（
第
四
十
七

号
）
、
大
阪
大
学
中
国
哲
学
学
会
、
二

O
O
八
年
）
に
続
き
、
本
編

で
は
、
長
柳
篇
お
よ
び
昼
夜
篇
を
訳
注
の
対
象
と
す
る
。

・
『
夢
占
逸
旨
』
の
底
本
は
、
陳
士
元
撰
『
帰
雲
別
集
』
（
道
光
十

三
年
応
城
呉
疏
梅
校
刊
同
治
十
三
年
修
補
本
）
所
収
本
（
以
下
、

「
帰
本
」
と
称
す
）
を
使
用
し
、
呉
省
蘭
輯
『
芸
海
珠
塵
』
（
民

国
五
十
七
年
台
北
芸
文
印
書
館
景
嘉
慶
中
南
雁
呉
氏
聴
葬
堂
刊

中
国
研
究
集
刊
麗
号
（
総
四
十
八
号
）
平
成
二
十
一
年
六
月
―
二
七
ー
一
四
八
頁

本
）
所
収
本
（
以
下
、
「
芸
本
」
と
称
す
）
を
校
本
と
す
る
。

•
本
文
に
は
【
原
文
】
【
書
き
下
し
文
】
【
現
代
語
訳
】
【
語
注
】

を
付
し
、
自
注
に
は
【
原
文
】
【
書
き
下
し
文
】
を
付
す
。

・
底
本
と
校
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
【
原
文
】
中
の
傍
線
部
と

丸
数
字
と
で
示
し
、
【
校
異
】
で
詳
細
（
校
訂
を
要
す
る
場
合
な

ど
）
を
挙
げ
る
。

・
旧
字
体
や
異
体
字
は
、
必
要
な
場
合
を
除
き
新
字
体
に
改
め
た
。

・
文
意
の
補
足
は
〔
〕
で
、
注
記
は
（
）
で
示
し
た
。

•
自
注
の
引
用
文
に
出
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
可
能

な
限
り
補
い
、
【
書
き
下
し
文
】
の
中
で
示
し
た
。

•
自
注
の
引
用
文
に
は
、
陳
の
翻
案
あ
る
い
は
誤
引
と
思
わ
れ
る

も
の
も
あ
る
。
参
考
と
し
て
、
出
拠
の
原
文
を
本
編
末
の
注
に

付
す
。

（二）

清

水

洋

子
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長
柳
篇
第
二

【
原
文

ゅ

国
図
長
柳
之
演
、
載
諸
芸
牒
、
其
詳
不
可
得
聞
突
、

鳳
漢
書
芸
文
志
、
黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
、
甘
徳
長
柳
占
夢
二

十
巻
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、

＊
芸
本
は
、

「
突
」
を
「
已
」

「
漢
書
芸
文
志
」

に
作
る
。

の
下
に

「日」

を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

困
図
長
柳
の
演
は
、
諸
を
芸
牒
に
載
す
る
も
、

得
べ
か
ら
ず
。

国
陶
『
漢
書
』
芸
文
志
、

夢
二
十
巻
°
（
注
ー
）

其
の
詳
は
聞
く
を

黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
。

甘
徳
長
柳
占

【
現
代
語
訳
】

長
柳
〔
占
夢
〕
の
技
術
は
、
〔
そ
の
名
が
〕
『
漢
書
』
に
記
録
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
〔
も
は
や
〕
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
。

【
語
注
】

〇
黄
帝
長
柳
占
夢
十
一
巻
：
・
・
・
・
黄
帝
が
占
夢
に
つ
い
て
記
し
た
と

さ
れ
る
書
物
。
「
亡
。
『
帝
王
世
紀
』
日
、
黄
帝
因
夢
求
得
風
后
・

力
牧
、
因
著
『
占
夢
経
』
十
一
巻
。
」
（
『
史
記
正
義
』
五
帝
本
紀
）

〇
甘
徳
長
柳
占
夢
二
十
巻
：
・
…
古
代
の
天
文
暦
法
家
で
あ
る
甘
徳

が
、
占
夢
に
つ
い
て
記
し
た
と
さ
れ
る
書
物
。
『
史
記
』
天
官
書
に

は
、
「
昔
之
伝
天
数
者
」
と
し
て
「
在
斉
甘
公
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
『
集
解
』
が
引
く
徐
広
注
に
「
或
日
、
甘
公
、
名
徳
也
。
本

是
魯
人
」
と
あ
る
。
だ
が
一
方
で
、
張
守
節
『
正
義
』
に
は
「
『
七

録
』
云
、
楚
人
。
戦
国
時
、
作
『
天
文
星
占
』
八
巻
」
と
あ
る
な

ど
、
そ
の
具
体
的
な
人
物
像
な
ど
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
（
注
2
)

【
原
文
】

困
図
周
官
太
卜
、
二
兆
・
＿
二
易
・
三
夢
之
法
、

一
玉
兆
、
二
瓦
兆
、
三
原
兆
、
三
易
、
一
連
山
、
ニ

①
 

鳳

三

兆

、
帰
蔵
、
三
周
易
、
三
夢
、
一
日
致
夢
、
二
日
鮪
夢
、
三
日
咸
肺
、

＊
 

周
礼
注
、
致
夢
、
言
夢
之
所
至
、
夏
后
氏
作
焉
、
鮪
、
得
也
、

言
夢
之
所
得
、
殷
人
作
焉
、
咸
、
皆
也
、
肺
亦
得
也
、

之
皆
得
、
周
人
作
焉
、
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の
下
に

【
校
異
】

①
芸
本
で
は
、
「
三
夢
、
一
日
致
夢
、

本
文
で
あ
り
、
そ
の
自
注
と
し
て

が
引
か
れ
て
い
る
。

＊
芸
本
は
、
「
周
礼
注
」

「日」

【
現
代
語
訳
】

周
官
で
は
太
卜
の
官
（
卜
窟
官
長
）
が
、

と
い
う
占
験
の
法
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。

【
語
注
】

0
太
卜
…
…
『
周
礼
』
に
見
え
る
官
名
。
『
周
礼
』
鄭
玄
注
に
「
問

兆
・
三
易
・
三
夢

を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

つ
か
さ
ど

国
国
周
官
太
卜
、
三
兆
・
＿
二
易
•
三
夢
の
法
を
掌
る
。

が
ち
ょ
う

鳳
三
兆
、
一
に
玉
兆
、
二
に
瓦
兆
、
三
に
原
兆
゜
＿
二
易
、
一
に

連
山
、
二
に
帰
蔵
、
三
に
周
易
。
三
夢
、
一
に
日
＜
致
夢
、

さ

む

か

ん

ち

ょ

く

ニ
に
曰
く
綺
夢
、
三
に
日
＜
咸
捗
°
(
i
t
3
)

『
周
礼
』
〔
春
官
・
宗
伯
•
大
卜
〕
注
、
致
夢
、
夢
の
至
る

所
を
言
う
。
夏
后
氏
作
る
。
鮪
は
、
得
な
り
。
夢
の
得
る
所

を
言
う
。
殷
人
作
る
。
咸
は
、
皆
な
り
。
肺
も
ま
た
得
な
り
。

夢
の
み
な
得
る
を
言
う
。
周
人
作
る
。
（
注
4
)

日
綺
夢
、
三
日
咸
肺
」
が

「
周
礼
注
…
…
周
人
作
焉
」

亀
日
卜
。
大
卜
、
卜
窟
官
之
長
」
（
春
官
・
序
官
・
大
卜
）
と
あ
る
。

0
三
兆
…
…
「
兆
」
は
、
亀
卜
の
際
に
で
き
る
割
れ
目
（
『
詩
経
』

び
た
＜

小
雅
•
小
曼
の
孔
穎
達
疏
に
「
兆
者
、
亀
之
甍
垢
」
と
あ
る
）
。

そ
の
割
れ
目
に
よ
っ
て
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
占
い
の
意

味
で
用
い
ら
れ
る
。
「
三
兆
」
は
、
玉
兆
・
瓦
兆
•
原
兆
と
い
う
三

う
ら
か
た

種
の
卜
形
の
総
称
。
「
玉
」
「
瓦
」
「
原
」
は
、
亀
甲
を
焼
い
た
時

の
割
れ
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
玉
の
割
れ
目
、
瓦
の
割
れ
目
、
高
く
て

平
ら
な
場
所
に
あ
る
田
圃
の
割
れ
目
と
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す

る
。
（
注
5
)
〇
三
易
：
：
・
・
連
山
・
帰
蔵
・
周
易
と
い
う
三
種
の
易
の

総
称
。
O
三
夢
…
…
致
夢
•
騎
夢
・
咸
肪
と
い
う
三
種
の
夢
占
い

の
総
称
。
鄭
玄
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
夏
・
殷
・
周
に
お
け
る
占

夢
の
名
称
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
致
」
「
綺
」
「
肺
」
は
、

夢
と
し
て
得
ら
れ
る
対
象
を
意
味
す
る
。
（
注
4
参
照
）

【
原
文
】

同
図
又
以
八
命
賛
三
兆
•
三
易
・
三
夢
之
占
、
以
観
吉
凶
、

鳳
周
礼
、
以
邦
事
作
八
命
、
一
曰
征
、
二
曰
象
、
三
日
与
、
四

日
謀
、
五
日
果
、
六
曰
至
、
七
日
醐
＇
、
八
日
痕
、
以
八
命
、
賛

三
兆
・
三
易
・
三
夢
之
占
、
以
観
国
家
之
吉
凶
、
以
詔
救
政
、

註
、
国
之
大
事
有
八
、
定
作
其
詞
、
以
命
著
亀
、
又
参
之
以

夢
也
、
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【
校
異
】

①
帰
本
は
、

と
も
に

「
雨
」
を
「
両
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
芸
本
、
『
周
礼
』

「
雨
」
と
作
る
の
に
従
い
改
め
た
。

以
て

【
書
き
下
し
文
】

た
す

困
図
又
た
八
命
を
以
て
三
兆
・
三
易
•
三
夢
の
占
を
賛
け
、

吉
凶
を
観
る
。

鳳
『
周
礼
』
〔
春
官
・
宗
伯
•
大
卜
〕
、
邦
事
を
以
て
八
命
を
作

る
。
一
に
日
＜
征
、
二
に
日
＜
象
、
三
に
日
＜
与
、
四
に
日

＜
謀
、
五
に
日
＜
果
、
六
に
日
く
至
、
七
に
日
＜
雨
、
八
に

日
＜
穆
。
八
命
を
以
て
、
三
兆
•
三
易
•
三
夢
の
占
を
賛
け

て
、
以
て
国
家
の
吉
凶
を
観
、
以
て
詔
げ
て
政
を
救
う
。
（
注
6
)

〔
『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
•
大
卜
〕
註
、
国
の
大
事
に
八
あ

し

さ

り
。
定
め
て
其
の
詞
を
作
り
、
以
て
著
亀
に
命
ず
。
又
た
〔
『
周

礼
』
春
官
・
宗
伯
・
大
卜
〕
之
に
参
す
る
に
夢
を
以
て
す
る

な
り
。
（
注
7
)

【
現
代
語
訳
】

ま
た
、
〔
征
伐
に
つ
い
て
の
吉
凶
・
天
象
に
つ
い
て
の
吉
凶
・
共

に
事
を
な
す
こ
と
に
つ
い
て
の
可
否
・
謀
議
に
つ
い
て
の
是
非
・

事
が
成
就
す
る
か
ど
う
か
・
人
が
来
る
か
ど
う
か
・
雨
が
降
る
か

ど
う
か
・
病
が
癒
え
る
か
ど
う
か
な
ど
、
国
家
の
大
事
と
し
て
問

う
必
要
の
あ
る
〕
八
種
の
命
辞
に
よ
っ
て
、
三
兆
•
三
易
•
三
夢

の
占
事
を
補
助
し
、
吉
凶
を
み
る
。

【
語
注
】

〇
八
命
：
…
八
種
の
命
辞
。
諸
事
に
関
す
る
吉
凶
の
判
断
を
亀
卜

に
命
じ
る
為
政
者
の
言
葉
。
た
だ
し
、
『
夢
占
逸
旨
』
本
文
で
は
、

「
亀
卜
」
の
八
命
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

O
征
…

…
敵
の
征
伐
、
も
し
く
は
各
国
を
巡
視
す
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

「
鄭
司
農
云
、
征
謂
征
伐
人
也
。
…
…
玄
謂
、
征
亦
云
行
巡
守
也
。
」

（
鄭
玄
注
）
、
「
征
者
、
上
伐
下
也
。
」
（
『
孟
子
』
尽
心
下
）

0
象

…
…
日
食
や
月
食
、
天
体
の
運
行
に
つ
い
て
、
そ
の
吉
凶
を
占
う

こ
と
。
鄭
玄
注
に
「
鄭
司
農
云
‘
:
・
…
象
謂
災
変
雲
物
、
如
衆
赤

烏
之
属
、
有
所
象
似
。
易
日
、
天
垂
象
見
吉
凶
。
春
秋
伝
日
、
天

事
恒
象
、
皆
是
也
」
と
あ
る
。
（
注

g
0
与
：
：
・
・
共
に
事
を
為
す
こ

と
の
可
否
を
問
う
。
「
鄭
司
農
云
、
…
…
与
謂
予
人
物
也
。
…
…
玄

謂
‘
:
・
…
与
謂
所
与
共
事
也
。
」
（
鄭
玄
注
）
〇
謀
…
…
物
事
の
難

易
、
ま
た
は
行
政
に
つ
い
て
問
う
。
「
謀
謂
謀
議
也
。
」
（
鄭
司
農

注
）
、
「
杏
事
之
難
易
為
謀
。
」
（
『
詩
経
』
小
雅
•
皇
皇
者
華
「
周

妥
沓
謀
」
毛
伝
）
、
「
謀
者
、
謀
政
事
也
。
」
（
『
詩
経
』
周
頌
・
訪

落
序
「
嗣
王
謀
於
廟
也
」
鄭
箋
）

0
果
…
…
事
の
成
否
を
問
う
。

鄭
司
農
は
「
果
謂
事
成
与
不
也
」
と
す
る
が
、
鄭
玄
は
果
断
な
行

(130) 



動
を
占
う
も
の
と
解
釈
し
（
「
果
謂
以
勇
決
為
之
」
）
、
楚
の
司
馬

子
魚
に
よ
る
亀
卜
を
例
と
し
て
挙
げ
る
。
（
「
若
呉
伐
楚
。
楚
司
馬

子
魚
卜
戦
令
亀
日
、
鮒
也
、
以
其
属
死
之
、
楚
師
継
之
、
尚
大
克

之
。
吉
、
是
也
。
」
（
注
9
)
〇
至
…
…
人
が
来
訪
す
る
か
ど
う
か
を
問

う
。
鄭
司
農
注
に
「
至
謂
至
不
也
」
と
あ
る
。

O
疼
…
…
病
が
癒

え
る
か
ど
う
か
を
問
う
。
「
疼
、
疾
痛
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）

0

賛
…
…
た
す
け
る
。
補
助
す
る
。
「
賛
、
助
也
。
」
（
『
礼
記
』
中
庸

「
可
以
賛
天
地
之
化
育
」
鄭
玄
注
）
、
「
賛
、
佐
也
。
」
（
『
左
伝
』

襄
公
二
十
七
年
「
能
賛
大
事
」
杜
預
注
）

【
原
文
】
よ

①
 

国
図
夫
兆
叫
亀
而
徴
、
易
頼
著
而
顕
、
著
亀
外
物
也
、
聖
人
設
教

利
用
、
猶
足
以
通
乎
神
明
、
稽
乎
大
疑
、

鳳

喜

、

聖

人

神

道

設

教

、

又
日
、
利
用
出
入
、
民
咸
用
之
、
謂
之
神
、

R
 

又
曰
、
以
神
明
其
徳
、

潤
刷
‘
汝
則
有
大
疑
、
謀
及
卜
筑
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
以
」
を
「
倍
」
に
作
る
。

②
芸
本
は
、
「
易
大
伝
日
、
聖
人
以
神
道
設
教
」
と
す
る
。

③
芸
本
は
、
「
以
通
神
明
之
徳
」
と
す
る
。

④
芸
本
は
、
「
尚
書
洪
範
日
」
と
す
る
。

【
書
き
下
し
文
】

め

ど

き

あ

き

さ
さ

冒
責
兆
は
亀
を
以
て
徴
し
、
易
は
著
に
頼
り
て
顕
ら
か
な
り
。

L

さ

著
亀
は
外
物
な
る
も
、
聖
人
教
え
を
設
け
利
用
す
れ
ば
、
猶

か
ん
が

お
以
て
神
明
に
通
じ
、
大
疑
を
稽
う
る
に
足
る
。

向
『
易
』
伝
〔
観
の
象
伝
〕
、
聖
人
は
神
道
も
て
教
え
を
設

V
o
 (
注
1
0）

又
た
日
＜
〔
『
易
』
繋
辞
伝
上
〕
、
利
用
出
入
し
て
、
民
み

な
之
を
用
い
る
は
、
之
を
神
と
謂
う
。
（
注
11)

又
た
日
＜
〔
『
易
』
繋
辞
伝
上
〕
、
以
て
其
の
徳
を
神
明
に

す
る
。
（
注
12)

な

ん

じ

も

は

か

り

ご

と

〔
『
書
経
』
〕
洪
範
、
汝
則
し
大
疑
あ
ら
ば
、
謀
卜
窟
に

及
ぶ
。
（
注
13)

【
現
代
語
訳
】

そ
も
そ
も
亀
卜
は
、
亀
甲
に
よ
っ
て
〔
吉
凶
の
〕
き
ざ
し
が
示

さ
れ
、
易
占
は
、
著
に
よ
っ
て
〔
吉
凶
の
〕
き
ざ
し
が
明
ら
か
に

な
る
。
著
や
亀
甲
は
外
物
で
あ
る
が
、
聖
人
は
教
義
を
設
け
て
そ

れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
神
明
に
通
じ
、
大
き
な
疑
問
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
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【
語
注
】

0
外
物
…
…
外
界
の
物
事
。
こ
こ
で
は
、
心
身
の
内
的
作
用
に
よ

り
生
ず
る
夢
に
対
し
、
外
界
の
物
質
と
し
て
著
亀
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
（
注
巳
〇
聖
人
設
教
…
…
『
易
』
観
の
象
伝
に
、
「
観
天
之
神

道
、
而
四
時
不
成
。
聖
人
以
神
道
設
教
、
而
天
下
服
芙
」
（
聖
人
が

一
定
し
た
四
時
の
循
環
を
守
る
天
道
に
の
っ
と
り
政
教
を
設
け
る

た
め
、
天
下
の
人
々
は
そ
れ
に
服
す
る
）
と
あ
る
。
「
神
道
」
は
、

推
し
は
か
り
難
い
神
妙
な
道
。
上
記
「
観
天
之
神
道
」
の
王
弼
注
に

「
神
則
無
形
者
也
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
神
道
者
、
微

妙
無
方
、
理
不
可
知
、
目
不
可
見
、
不
知
所
以
然
而
然
、
謂
之
神

道
」
と
あ
る
。

O
神
明
：
：
・
・
神
の
よ
う
に
全
て
を
見
通
せ
る
ほ
ど

聡
明
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
神
妙
な
奥
深
い
領
域
。

O
稽
乎
大
疑
、

謀
及
卜
筑
…
…
事
を
行
お
う
と
す
る
際
に
疑
い
の
余
地
が
あ
れ
ば
、

卜
窟
に
問
う
て
か
ら
決
定
す
る
。
『
尚
書
』
洪
範
の
「
洪
範
九
疇
」

（
治
世
に
お
け
る
九
つ
の
大
法
）
の
―
つ
「
稽
疑
」
に
、
疑
義
が

生
じ
た
際
は
、
卜
筵
に
通
じ
た
人
物
を
選
ん
で
取
り
立
て
る
と
あ

る
。
「
稽
疑
、
択
建
立
卜
筑
人
、
乃
命
卜
窟
。
」
（
洪
範
）
「
考
正
疑

事
、
当
選
択
知
卜
筑
人
、
建
立
之
。
」
（
孔
伝
）
（
注

g
0
利
用
出
入

…
…
利
益
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
物
事
を
便
宜
的
に
用
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

【
原
文
】

国
国
乃
若
夢
本
魂
渉
、
非
由
外
仮
、
度
其
端
悦
、
探
其
隠
蹟
、
則

栄
枯
得
喪
、
烏
得
而
違
諸
、

①
 

璽
著
亀
外
物
、
尚
可
以
国
栄
枯
得
喪
、
而
夢
則
発
乎
精
神
、
非

②
 

外
物
、
比
尤
可
占
也
、
占
有
不
応
者
、
則
不
能
度
其
端
悦
、

探
其
隠
蹟
爾
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、

②
芸
本
は
、

「占」
「占」

の
下
に

の
上
に

「其」

を
置
く
。

を
置
く
。

【
書
き
下
し
文
】

床
改
一
乃
ち
夢
の
若
き
は
魂
の
渉
る
に
本
づ
き
、
外
由
り
仮
る
る
に

た

ん

げ

い

は

か

い

ん

さ

く

非
ず
。
其
の
端
悦
を
度
り
、
其
の
隠
蹟
を
探
せ
ば
、
則
ち
栄

こ

れ

た

が

し

枯
得
喪
、
烏
く
ん
ぞ
得
て
諸
に
違
わ
ん
。

鳳
著
亀
は
外
物
な
れ
ど
も
、
尚
お
以
て
栄
枯
得
喪
を
占
う
べ
し
。

あ
ら
わ

而
る
に
夢
は
則
ち
精
神
よ
り
発
れ
、
外
物
に
非
ざ
れ
ば
、
比

も
っ
と

し
て
尤
も
占
う
べ
き
な
り
。
占
う
も
応
ぜ
ざ
る
者
あ
る
は
、

た

ん

げ

い

は

か

い

ん

さ

く

則
ち
其
の
端
悦
を
度
り
、
其
の
隠
蹟
を
探
る
こ
と
能
わ
ざ
る

の
み
。
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困
図
ま
し
て
や
夢
と
い
う
も
の
は
、
魂
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
渉
り

ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
、
外
界
か
ら
借
り
た
も

の
で
は
な
い
。
夢
の
〔
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
〕
端

緒
を
推
し
は
か
り
、
夢
に
隠
さ
れ
た
奥
深
い
妙
理
を
探
れ
ば
、

栄
達
や
零
落
、
利
得
や
損
失
は
、
ど
う
し
て
〔
予
知
し
て
〕

違
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

盾
饂
〔
陳
士
元
に
よ
る
論
説
が
主
な
内
容
で
あ
る
た
め
訳
出
〕
著

や
亀
甲
は
外
物
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
栄
達
や
零
落
、

利
得
や
損
失
に
つ
い
て
占
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
し
て
や
夢

は
、
〔
人
間
の
内
的
な
領
域
に
あ
る
〕
精
神
よ
り
発
生
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
外
物
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
〔
著
亀
に
よ

る
卜
研
巫
に
〕
比
べ
て
も
、
優
先
的
に
占
う
べ
き
も
の
だ
。
〔
夢

を
〕
占
っ
た
も
の
の
、
応
験
が
な
か
っ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は

〔
夢
を
占
う
こ
と
自
体
が
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
占
者

が
〕
夢
の
端
緒
を
推
し
は
か
り
、
夢
に
隠
さ
れ
た
奥
深
い
妙

理
を
探
り
あ
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な

、,0し

【
語
注
】

0
度
…
…
推
し
は
か
っ
て
考
え
る
。
「
妥
究
妥
度
」
（
『
詩
経
』
大

雅
•
皇
突
）
の
鄭
箋
に
「
度
亦
謀
也
」
と
あ
る
。

O
端
悦
…
…
物

事
の
起
こ
る
端
緒
。
始
ま
り
の
き
ざ
し
。
「
端
」
は
、
物
事
の
は
し
、

い
と
ぐ
ち
。
「
悦
」
は
、
き
わ
、
は
し
。
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
「
反

覆
終
始
、
不
知
端
悦
」
と
あ
り
、
そ
の
成
玄
英
疏
に
「
端
、
緒
也
。

悦
、
畔
（
田
の
境
界
。
際
、
果
て
）
也
。
反
覆
、
猶
往
来
也
。
終

始
、
猶
生
死
也
。
…
…
故
能
去
来
生
死
、
与
化
倶
往
。
化
又
無
極
、

故
莫
知
端
悦
」
と
あ
る
。

O
隠
蹟
…
…
蹟
隠
と
も
。
隠
れ
て
い
て

奥
深
い
こ
と
、
道
理
。
『
易
』
繋
辞
伝
上
に
「
探
蹟
索
隠
」
と
あ
り
、

そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
蹟
謂
幽
深
難
見
」
と
あ
る
。

昼
夜
篇
第
三

【
原
文
】

言
曇
一
息
也
、
古
今
一
昼
夜
也
、

3
 

鳳
易
、
通
昼
夜
之
道
而
知
、

＊
 

荘
子
、
死
生
為
昼
夜
、

顔
之
推
日
、
千
載
一
聖
、
猶
旦
暮
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
に
は
、

＊
芸
本
は
、

「
易
大
伝
日
、
通
乎
昼
夜
之
道
而
知
」

子
」
の
下
に
「
日
」
を
付
す
。

と
あ
る
。
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【
書
き
下
し
文
】

国
図
昼
夜
は
一
息
な
り
。
古
今
は
一
昼
夜
な
り
。

向
『
易
』
〔
繋
辞
伝
上
〕
、
昼
夜
の
道
を
通
じ
て
知
る
。
（
注
16)

『
荘
子
』
〔
至
楽
〕
死
生
は
昼
夜
た
り
。
（
注
17)

顔
之
推
〔
『
顔
氏
家
訓
』
第
賢
〕
日
く
、
千
載
に
一
聖
、
猶

お
の
ご
と
き
な
り
。
（
注
18)

【
現
代
語
訳
】

昼
夜
〔
が
交
代
し
て
め
ぐ
る
一
日
の
時
間
〕
は
、
呼
吸
の
間

〔
の
よ
う
に
短
い
も
の
〕
で
あ
る
。
古
今
〔
と
い
う
長
い
時
間
の

流
れ
〕
も
、
昼
夜
の
一
巡
り
〔
の
よ
う
に
短
い
も
の
〕
で
あ
る
。

【
語
注
】

0
―
息
…
…
し
ば
ら
く
、
暫
時
。
一
呼
吸
す
る
ほ
ど
の
短
い
時
間
。

〇
昼
夜
之
道
…
…
昼
夜
と
同
様
、
交
互
に
め
ぐ
る
万
物
生
滅
の
移

り
変
わ
り
、
ま
た
造
化
の
働
き
。
（
注
17
参
照
）

0
千
載
一
聖
…
…

千
年
に
一
度
、
聖
人
が
現
れ
る
こ
と
。

【
原
文
】

同
図
天
地
以
春
夏
為
昼
、
秋
冬
為
夜
、
治
世
為
昼
、
乱
世
為
夜
、

同
国
春
夏
闘
戸
、
誠
之
通
、
秋
冬
閾
戸
、
誠
之
復
‘
尚
胆
＇
陽
明
、

【
校
異
】

①
帰
本
は
「
世
治
」

に
改
め
た
。

②
芸
本
は
、
「
旦
暮
」

＊
芸
本
は
、
「
荘
子
」

と
す
る
。

と
す
る
。

の
下
に

「日」

を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

国
図
天
地
は
春
夏
を
以
て
昼
と
な
し
、
秋
冬
も
て
夜
と
な
し
、
治

世
も
て
昼
と
な
し
、
乱
世
も
て
夜
と
な
す
。

ひ

ら

と

ざ

鳳
春
夏
に
戸
を
閻
く
は
、
誠
の
通
つ
な
り
。
秋
冬
に
戸
を
閾
す

か
え

は
、
誠
の
復
る
な
り
。
治
世
の
陽
明
、
乱
世
の
陰
濁
は
、
昼

夜
の
象
あ
り
。

『
荘
子
』
〔
列
禦
寇
〕
、
天
に
春
夏
秋
冬
昼
夜
の
期
あ
り
0

(:;':l 
19) 

【
現
代
語
訳
】

天
地
は
春
と
夏
を
昼
と
し
、
秋
と
冬
を
夜
と
し
、
治
世
を
昼
と

し
、
乱
世
を
夜
と
す
る
。
〔
春
夏
と
秋
冬
、
治
世
と
乱
世
は
、
昼
と

夜
と
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
移
り
変
わ
り
な
が
ら
変
化
す
る
。
〕

こ
こ
で
は
芸
本
に
従
い

乱
世
陰
濁
、
有
昼
夜
之
象
、

＊
 

荘
子
、
天
有
春
夏
秋
冬
劉
祠
囚
之
期
、

「
治
世
」
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【
語
注
】

0
春
夏
閻
戸
…
…
「
閻
戸
」
は
、
扉
を
開
く
こ
と
。
「
閻
、
開
也
。
」

（
『
説
文
解
字
』
）
、
『
易
』
繋
辞
伝
上
の
「
閻
戸
謂
之
乾
」
は
、
乾

の
働
き
に
よ
る
万
物
の
生
育
を
、
扉
が
外
に
向
か
っ
て
開
く
こ
と

に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
（
注
20)°

季
節
で
言
え
ば
、
春
と
夏
と
が
そ
の

時
期
に
あ
た
る
。

0
秋
冬
閾
戸
…
…
「
閾
戸
」
は
、
扉
を
閉
じ
る

こ
と
。
『
易
』
繋
辞
伝
上
の
「
閾
戸
謂
之
坤
」
は
、
坤
の
働
き
に
よ

っ
て
万
物
が
収
蔵
さ
れ
る
静
か
な
状
態
を
、
扉
が
閉
じ
て
い
る
こ

と
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
（
注
21)
。
季
節
で
言
え
ば
、
秋
と
冬
と
が
そ

の
時
期
に
あ
た
る
。
ま
た
、
「
一
閾
―
闘
謂
之
変
」
（
『
易
』
繋
辞

伝
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
闘
戸
」
「
閾
戸
」
は
、
扉
が
交
互
に
開

閉
す
る
よ
う
に
陰
陽
が
往
来
変
化
す
る
と
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

（注
22)
〇
誠
之
通
・
誠
之
復
…
…
「
誠
者
、
真
実
無
妄
之
謂
、
天
理

之
本
然
也
。
」
（
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
章
「
誠
者
天
之
道
」
朱
注
）
、

「
天
下
之
物
、
皆
実
理
之
所
為
、
故
必
得
是
理
、
然
後
有
是
物
。
」

（
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
五
章
「
誠
者
物
之
終
始
、
不
誠
無
物
」
朱

注
）
（
注
23)

「
誠
」
は
、
季
節
の
変
化
、
天
体
の
運
行
、
万
物
の
生

成
と
し
て
発
現
す
る
自
然
そ
の
も
の
の
働
き
を
言
う
。
「
誠
之
通
」

は
、
造
化
の
お
お
も
と
が
万
物
を
生
育
す
る
こ
と
、
「
誠
之
復
」
は
、

万
物
が
造
化
の
お
お
も
と
に
帰
る
こ
と
。
「
元
始
・
亨
通
・
利
遂
・

貞
正
、
乾
之
四
徳
也
。
通
者
、
方
出
而
賦
於
物
、
善
之
継
也
。
復

者
、
各
得
而
蔵
於
己
、
性
之
成
也
。
」
（
周
敦
願
『
通
書
』
誠
上
第

【
書
き
下
し
文
】き

し

ょ

う

あ

ら

わ

国
図
天
地
に
磯
祥
あ
り
。
み
な
其
の
精
神
の
発
る
る
所
な
り
。

鳳
『
漢
〔
書
〕
』
天
文
志
、
陰
陽
の
精
、
其
の
本
は
地
に
在
り
、

あ
ら
わ

而
し
て
上
り
て
天
に
発
る
。
（
沈
25)

【
現
代
語
訳
】

天
地
に
は
、
吉
凶
禍
福
の
き
ざ
し
と
な
る
も
の
（
様
々
な
天
象
）

【
校
異
】

＊
芸
本
は
、
「
漢
天
文
志
」

の
下
に
「
日
」
を
付
す
。

-
「
元
亨
、
誠
之
通
。
利
貞
、
誠
之
復
」
朱
注
）
（
注
包
〇
昼
夜
之

象
…
…
昼
と
夜
と
が
交
互
に
移
り
変
わ
る
様
子
。
総
じ
て
、
陰
陽
・

剛
柔
・
昼
夜
が
示
す
よ
う
な
、
循
環
変
化
の
さ
ま
。
『
易
』
繋
辞
伝

上
に
「
剛
柔
相
推
而
生
変
化
。
…
…
剛
柔
者
、
昼
夜
之
象
也
」
と

あ
る
の
は
、
剛
柔
が
昼
夜
の
よ
う
に
相
対
し
、
ま
た
交
互
に
循
環

し
て
変
化
を
生
む
も
の
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

【
原
文

困
図
天
地
有
磯
祥
、
皆
其
精
神
所
発
、

＊
 

鳳
漢
天
文
志
、
陰
陽
之
精
、
其
本
在
地
、

而
上
発
於
天
、
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【
校
異
】

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
精
神
（
天
地
の
本
質
と
し
て
の
陰
陽
）

が
発
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

〇
磯
祥
…
…
吉
凶
、
ま
た
そ
の
き
ざ
し
。
「
是
故
因
鬼
神
磯
祥
而
為

之
立
禁
。
」
（
『
淮
南
子
』
氾
論
訓
）
「
禍
祥
、
吉
凶
也
。
」
（
高
誘
注
）

〇
精
神
：
・
・
・
・
天
地
に
お
け
る
陰
陽
の
精
気
。
以
下
、
本
文
で
は
、

天
地
の
精
気
が
、
吉
兆
．
凶
兆
と
な
る
様
々
な
天
象
と
し
て
発
現

す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
自
注
に
「
陰
陽
之
精
、
其
本
在
地
、

而
上
発
於
天
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

【
原
文
】

国
図
凡
景
星
・
卿
雲
・
器
車
・
醜
泉
之
類
、
称
為
禎
瑞
者
、
天
地

之
吉
夢
也
、

鳳
孫
氏
瑞
応
図
、
景
星
、
状
如
半
月
、
王
者
不
敢
私
人
則
見
、

①
 

史
記
、
郁
郁
紛
紛
、

i

粛
索
輪
困
、
是
為
鯛
雲
、

孝
経
援
神
契
、
天
子
孝
、
則
景
雲
出
荷
、

白
虎
通
、
王
者
徳
及
山
陵
、
則
景
雲
浮
、
器
車
出
、
徳
及
淵

泉
、
則
醗
泉
湧
、

①
芸
本
は
、
「
卿
」
を
「
慶
」
に
作
る
。
（
注
26)

＊
芸
本
は
、
「
孫
氏
瑞
応
図
」
「
史
記
」
「
孝
経
援
神
契
」
「
白
虎
通
」

の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
日
」
を
付
す
。

、.、
し

L

ヽ

称
し
て
禎
瑞

王
者

【
書
き
下
し
文
】

冒

凡

そ

釈

町

．

麒

声
・

g

声
町
．
砿
記
互
瓢
い
を
ば
、

と
な
す
は
、
天
地
の
吉
夢
な
れ
ば
な
り
。

か
た
ち

向
『
孫
氏
瑞
応
図
』
、
景
星
と
は
、
状
半
月
の
如
し
。

わ

た

く

し

あ

ら

わ

敢
え
て
人
に
私
せ
ざ
れ
ば
則
ち
見
る
。
月
27)

、
く
、
く
ふ
ん
ふ
ん

・
:
t
う
さ
く
り
ん
さ
ん

『
史
記
』
〔
天
官
書
〕
、
郁
郁
紛
紛
、
癖
索
輪
困
た
る
は
、

是
れ
卿
雲
た
り
。
（
注
28)

『
孝
経
援
神
契
』
、
天
子
孝
な
れ
ば
、
則
ち
景
雲
出
源
す
。
（
礼
29)

『
白
虎
通
』
〔
封
禅
〕
、
王
者
の
徳
山
陵
に
及
べ
ば
‘
則
ち

景
雲
浮
か
び
、
器
車
出
づ
。
徳
淵
泉
に
及
べ
ば
、
則
ち
龍

泉
湧
＜
o

（注
g
)

【
現
代
語
訳
】

お
よ
そ
、
景
星
・
卿
雲
・
器
車
・
醗
泉
の
類
を
吉
祥
と
言
う
の

は
、
そ
れ
ら
が
天
地
の
吉
夢
だ
か
ら
で
あ
る
。

【
語
注
】

〇
景
星
…
…
吉
事
を
告
げ
る
大
き
な
星
。
瑞
星
。
「
景
星
者
、
徳
星

(136) 



也
。
其
状
無
常
、
常
出
於
有
道
之
国
。
」
（
『
漠
書
』
天
官
書
）
、
「
景
、

大
也
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
詰
）
〇
卿
雲
：
・
…
瑞
雲
。
慶
雲
。
盛
り
上

が
り
曲
が
り
く
ね
っ
た
よ
う
な
形
状
の
美
し
い
雲
。

O
器
車
…
…

瑞
応
と
な
る
器
物
と
車
。
「
器
、
謂
若
銀
甕
丹
甑
也
」
（
『
礼
記
』

礼
運
「
山
出
器
車
、
河
出
馬
図
」
鄭
玄
注
）
の
よ
う
に
、
珍
奇
な
甕

こ
し
き

や
甑
で
あ
っ
た
り
、
「
按
『
礼
緯
斗
威
儀
』
云
、
其
政
太
平
、
山
車

垂
鉤
。
注
云
、
山
車
自
然
之
車
。
垂
鉤
不
揉
治
而
自
円
曲
」
（
孔
穎

達
疏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
自
然
の
造
化
の
中
で
木
が
お
の
ず
と
車

の
形
を
成
し
た
も
の
を
言
う
。

O
醗
泉
：
・
…
醒
の
よ
う
な
甘
み
の

あ
る
泉
で
、
瑞
祥
の
―
っ
と
さ
れ
る
。
廿
泉
。
「
甘
雨
時
降
、
万
物

以
嘉
。
謂
之
醗
泉
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
天
）
「
龍
泉
者
、
水
泉
味
甘
如

醜
也
。
」
（
邪
景
疏
）

0
禎
瑞
…
…
吉
を
あ
ら
わ
す
し
る
し
。
「
禎
、

祥
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
ま
た
、
『
礼
記
』
中
庸
篇
に
「
必
有
禎

祥
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
禎
祥
、
吉
之
萌
兆
」
と
あ
る
。

〇
孫
氏
瑞
応
図
…
…
孫
柔
之
（
不
詳
）
撰
。
様
々
な
瑞
応
に
つ
い

て
記
す
。

O
半
月
：
：
・
・
半
分
に
欠
け
た
月
。
弦
月
。

O
郁
郁
紛
紛

…
…
美
し
く
盛
ん
な
さ
ま
。
「
紛
郁
郁
其
難
詳
。
」
（
『
文
選
』
張
衡

「
南
都
賦
」
）
「
〔
張
〕
銑
日
、
…
…
郁
郁
、
衆
美
貌
。
」
（
六
臣
註
）

(1131)
、
「
羽
詫
紛
。
」
（
『
漠
書
』
礼
楽
志
）
「
紛
紛
、
言
其
多
。
」
（
顔

師
古
注
）

0
癖
索
…
…
め
ぐ
り
纏
う
さ
ま
。
「
其
為
状
也
、
散
漫
交

錯
、
原
甑
癖
索
。
」
（
『
文
選
』
謝
霊
運
「
雪
賦
」
）
「
〔
呂
延
〕
済
日
、

皆
盤
流
往
来
繁
密
之
貌
。
」
（
六
臣
註
）

0
輪
困
…
…
曲
が
り
く
ね

【
書
き
下
し
文
】

店
区
妖
星
・
翁
話
・
崩
喝
．
夷
羊
の
類
を
ば
、
称
し
て
妖
戟
と

る
さ
ま
。
「
困
」
は
丸
い
こ
と
。
「
不
稼
不
稿
、
胡
取
禾
三
百
困
分
。
」

（
『
詩
経
』
魏
風
・
伐
檀
）
「
円
者
為
困
。
」
（
毛
伝
）

【
原
文
】
.

国
妖
星
・
謹
裔
．
崩
喝
．
夷
羊
之
類
、
称
為
妖
戟
者
、
天
地
之

悪
夢
也
、

①
 

同
国
晋
灼
云
、
親
星
彗
李
之
属
、

R
 

毛
詩
邸
詩
箋
、
謹
雨
五
也
‘

五
音
篇
海
、
揺
不
祥
気
也
、

礼
緯
日
、
山
崩
川
喝
、
亡
国
之
徴
、

淮
南
子
、
夷
羊
在
牧
、
注
、
夷
羊
土
神
、
殷
之
将
亡
、
夷
羊

見
於
郊
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
妖
」
を
に
作
る
。

②
芸
本
は
、
「
土
」
を
「
士
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
、
「
五
音
篇
海
」
「
淮
南
子
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ

を
付
し
、
「
注
」
の
下
に
「
云
」
を
付
す
。

日」

(137) 



す
い
は
い

妖
星
は
彗
李
の

な
す
は
、
天
地
の
悪
夢
な
れ
ば
な
り
。

鳳
晋
灼
〔
『
漠
書
』
天
斎
注
〕
云
え
ら
く
、

属
な
り
。
（
注
⑫
）

毛
詩
邸
詩
〔
邸
風
・
終
風
〕
箋
、
翁
は
土
雨
る
な
り
。
（
汀
33)

ふ
ん

『
五
音
篇
海
』
、
心
碑
は
不
祥
の
気
な
り
0

(注芭

礼
緯
に
日
く
、
山
崩
れ
川
喝
く
は
、
亡
国
の
徴
な
り
。
（
注
35)

『
淮
南
子
』
〔
本
経
訓
〕
、
夷
羊
牧
に
あ
り
。
〔
高
誘
〕
注
、

夷
羊
は
土
神
な
り
。
殷
の
将
に
亡
び
ん
と
す
る
や
、
夷
羊
郊

あ
ら
わ

に
見
る
。
（
注
36)

【
現
代
語
訳
】

妖
星
・
瞳
揺
・
崩
喝
．
夷
羊
の
類
を
災
い
の
き
ざ
し
と
言
う
の

は
、
そ
れ
ら
が
天
地
に
お
け
る
悪
夢
だ
か
ら
で
あ
る
。

【
語
注
】

0
妖
星
…
…
凶
星
。

O
翁
虚
：
…
「
糧
」
は
、
風
が
吹

い
て
、
土
砂
が
雨
の
よ
う
に
天
か
ら
降
っ
て
く
る
こ
と
。
（
注
3
4
参

照）

0
崩
喝
…
・
：
山
が
崩
れ
川
の
水
が
尽
き
る
こ
と
。

O
夷
羊
…

…
山
奥
に
棲
息
す
る
鹿
の
類
。
『
逸
周
書
』
度
邑
解
に
「
夷
羊
在
牧
、

飛
鴻
過
野
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
周
本
紀
に
は
「
塵
鹿
在
牧
‘

輩
鴻
満
野
」
と
あ
り
、
そ
の
『
集
解
』
に
「
徐
広
日
、
此
事
出
周

書
及
随
巣
子
、
云
『
夷
羊
在
牧
』
。
牧
、
郊
也
。
夷
羊
、
怪
物
也
」

と
あ
る
。
「
漿
」
は
大
鹿
の
こ
と
。
『
礼
記
』
月
令
に
「
芸
始
生
、

…
…
塵
角
解
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
塵
角
解
者
、
説
者

多
、
家
皆
無
明
。
拠
熊
氏
云
、
鹿
是
山
獣
。
夏
至
得
陰
気
而
解
角
。

塵
是
沢
獣
、
故
冬
至
得
陽
気
而
解
角
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
夷
羊
（
塵

鹿
）
」
が
凶
兆
と
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
左
伝
』
に
記
述
が
見

え
る
。
（
荘
公
十
七
年
経
「
冬
、
多
塵
」
杜
預
注
「
塵
多
則
害
五
稼
、

故
以
災
書
」
を
参
照
。
）

0
妖
翠
…
…
災
い
の
き
ざ
し
。
「
国
家
将

亡
、
必
有
妖
聾
」
（
『
礼
記
』
中
庸
）
の
孔
穎
達
疏
に
、
「
妖
翠
謂

凶
悪
之
萌
兆
也
。
妖
、
猶
傷
也
。
傷
甚
日
聾
‘
謂
悪
物
来
為
妖
傷

之
微
」
と
あ
る
。

O
彗
李
…
…
彗
星
。
ほ
う
き
ぼ
し
。

【
原
文
】

同
図
吉
悪
二
夢
、
天
地
可
占
、
而
況
於
人
平
、
人
為
形
役
、
興
寝

有
常
、
覚
而
興
、
形
之
動
也
、
寝
而
麻
、
形
之
静
也
、
而
神

気
流
術
、
則
造
化
同
流
、

百
注
＿
荘
子
、
人
与
天
地
精
神
往
来
、

淮
南
子
、
肺
主
目
、
腎
主
鼻
、
胆
主
口
、
肝
主
耳
、
外
為
表

而
内
為
裏
、
開
閉
•
張
紺
、
各
有
経
紀
、
故
頭
円
象
天
、
足

方
象
地
、
天
有
四
時
·
五
行
・
九
解
•
三
百
六
十
六
日
、
人

②
 

亦
有
四
脚
・
五
臓
•
九
敬
•
三
百
六
十
六
節
、
天
有
風
雨
寒

暑
、
人
亦
有
取
与
喜
怒
、
与
天
地
参
也
、

③
 

是
故
審
生
死
之
分
、
別
同
異
之
迩
、
以
反
其
性
命
之
宗
、
所
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①
 

以
接
愛
其
精
神
、
撫
劉
其
魂
塊
也
、

説
苑
、
心
応
棘
、
肝
応
楡
、
我
通
天
地
、
将
陰
夢
水
、
将
晴

夢
火
、
天
地
通
我
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
翁
」
を
「
款
」
に
作
る
。

②
芸
本
は
、
「
肢
」
を
「
支
」
に
作
る
。

③
芸
本
は
、
「
生
死
之
分
」
を
「
死
生
之
分
」
に
作
る
。

④
芸
本
は
、
「
養
」
を
「
静
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
、
「
荘
子
」
「
淮
南
子
」
「
説
苑
」
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ

「
日
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

国
図
吉
悪
の
二
夢
は
、
天
地
を
も
占
う
べ
し
。
而
る
に
況
ん
や
人

に
お
い
て
を
や
。
人
の
形
役
た
る
は
、
興
寝
に
常
あ
り
。
覚

め
て
興
く
る
は
、
形
の
動
な
り
。
寝
ね
て
｛
昧
ぬ
る
は
、
形
の

静
な
り
。
而
る
に
神
気
の
旅
術
す
る
は
、
則
ち
造
化
同
流
す

れ
ば
な
り
。

向
『
荘
子
』
〔
天
下
〕
、
人
と
天
地
と
は
精
神
往
来
す
。
（
注
包

『
淮
南
子
』
〔
精
神
訓
〕
、
肺
は
目
を
主
り
、
腎
は
鼻
を
主

り
、
胆
は
口
を
主
り
、
肝
は
耳
を
主
る
。
外
を
表
と
為
し
て

ち
ょ
う
さ
ゅ
う

内
を
裏
と
為
す
。
開
閉
•
張
翁
は
、
各
お
の
経
紀
あ
り
。
故

か

た

ど

か

た

ど

に
頭
の
円
な
る
は
天
に
象
り
、
足
の
方
な
る
は
地
に
象
る
。

天
に
四
時
•
五
行
・
九
解
•
三
百
六
十
六
日
あ
り
て
、
人
も

さ
よ
う

ま
た
四
肢
·
五
臓
•
九
疲
•
三
百
六
十
六
節
あ
り
。
天
に
風

雨
寒
暑
あ
り
て
、
人
も
ま
た
取
与
喜
怒
あ
る
は
、
天
地
と
参

ず
れ
ば
な
り
。
（
注
38)

〔
『
淮
南
子
』
要
略
〕
是
の
故
に
生
死
の
分
を
審
ら
か
に
し
、

わ

か

か

え

同
異
の
迩
を
別
ち
、
以
て
其
の
性
命
の
宗
に
反
る
は
、
其
の

精
神
を
養
愛
し
、
其
の
魂
塊
を
撫
狸
す
る
所
以
な
り
。
（
注
39)

『
説
苑
』
、
心
は
棘
に
応
じ
、
肝
は
楡
に
応
じ
、
我
は
天
地

に
通
ず
。
将
に
陰
な
ら
ん
と
す
れ
ば
水
を
夢
み
て
、
将
に
晴

れ
ん
と
す
れ
ば
火
を
夢
み
る
。
天
地
は
我
と
通
ず
°
（
注
10）

【
現
代
語
訳
】

吉
夢
と
悪
夢
の
二
つ
は
、
天
地
さ
え
も
占
う
こ
と
が
で
き
る
の

だ
か
ら
、
人
間
〔
を
占
え
る
こ
と
〕
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
人

間
の
身
体
と
い
う
も
の
は
、
起
き
て
活
動
す
る
こ
と
と
眠
り
に
つ

く
こ
と
に
〔
以
下
の
よ
う
な
〕
一
定
の
き
ま
り
が
あ
る
。
〔
す
な
わ

ち
〕
目
覚
め
て
起
き
る
の
は
、
身
体
が
活
動
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
体
を
横
に
し
て
眠
り
に
つ
く
の
は
、
身
体
が
安
静
な
状
態
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
〔
横
に
な
っ
て
眠
っ
て
い
て
も
〕
精
神
が
自
由

に
動
き
回
る
の
は
、
そ
れ
が
造
化
と
い
う
自
然
に
お
け
る
変
化
の

営
み
と
流
れ
を
同
じ
く
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
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【
語
注
】

〇
源
術
…
…
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
。
『
詩
経
』
大
雅
•
板
「
及
爾

源
術
」
の
毛
伝
に
「
源
、
行
。
術
、
溢
也
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎

達
疏
に
「
亦
自
恣
之
意
也
」
と
あ
る
。

O
張
翁
…
…
広
げ
る
こ
と

と
閉
じ
る
こ
と
。
伸
縮
。
「
張
、
開
也
。
飲
、
倣
也
。
」
（
『
荘
子
』

山
木
「
有
一
人
在
其
上
、
則
呼
張
歓
」
『
釈
文
』
）

0
経
紀
…
…
す

じ
み
ち
。

O
九
解
：
・
・
：
八
方
の
分
野
と
中
央
。
「
一
説
、
八
方
中
央
°

故
日
九
解
。
」
（
高
誘
注
）

0
九
疲
…
・
：
人
体
に
あ
る
九
つ
の
穴
。

【
原
文
】

国
図
帰
乎
至
虚
、
蘊
乎
至
焚
魂
不
枯
、
精
草
不
沈
、

鳳
楊
子
、
焚
魂
職
枯
、
精
苧
職
沈
、

＊
 

柳
宗
元
注
、
焚
魂
司
目
之
用
者
也
、
苧
目
間
之
表
也
、

＊
 

呉
秘
注
、
焚
魂
精
光
也
、
精
李
精
之
白
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、
「
精
」
を
「
睛
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
、
「
楊
子
」
の
下
に
「
日
」
を
付
し
、

秘
注
」
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
云
」
を
付
す
。

「
柳
宗
元
注
」

け
い
こ
ん

至
霊
に
蘊
れ
ば
、
焚
魂
は
枯
れ
ず
、

こ
う
こ

焚
魂
は
瞭
枯
し
、

せ
、
ふ

精
苧
は

【
書
き
下
し
文
】

国
図
至
虚
に
帰
り
、

沈
ま
ず
。

間
陶
楊
子
〔
『
法
言
』
修
身
〕
、

す
。
（
注
41)

柳
宗
元
注
、
焚
魂
は
目
の
用
を
司
る
も
の
な
り
。
苧
は
目
精

の
表
な
り
。
（
注
42)

呉
秘
注
、
焚
魂
は
精
光
な
り
。
精
苧
は
精
の
白
な
り
。
（
注
43)

こ
う
ち
ん

精
苧
は
職
沈

【
現
代
語
訳
】

〔
精
神
が
〕
至
虚
へ
と
帰
り
、
至
霊
に
お
さ
ま
れ
ば
、
〔
目
の
働

き
を
司
る
〕
視
覚
は
枯
れ
衰
え
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
と
み
は
落
ち

く
ぼ
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
な
い
。
〔
こ
の
よ
う
に
、
視
覚
が
機
能
す

る
覚
醒
時
は
、
精
神
が
活
動
し
て
い
る
。
〕

【
語
注
】

〇
至
虚
…
…
極
め
て
静
か
な
虚
無
の
領
域
。

O
蘊
…
…
蓄
え
る
、

収
蔵
す
る
。
「
蘊
直
古
今
、
博
物
多
聞
。
」
（
『
後
漢
書
』
周
栄
伝
）

「
蘊
、
蔵
也
。
」
（
苑
嘩
注
）

0
至
霊
…
…
極
め
て
霊
妙
な
領
域
。

〇
焚
魂
・
精
学
…
…
こ
の
二
語
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
本
節
に

お
け
る
「
焚
魂
」
は
、
視
覚
を
司
る
魂
（
精
神
）
の
性
質
を
示
す

言
葉
。
「
焚
」
は
明
る
い
こ
と
。
は
、
知
覚
器
官
で
あ
る
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ひ
と
み
（
光
を
感
知
す
る
角
膜
や
瞳
孔
な
ど
、
眼
球
の
表
面
部
分
）

の
こ
と
。
「
学
」
は
軽
く
て
薄
い
こ
と
。
（
注

42
参
照
）
な
お
、
魂

ぉ

と
視
覚
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
真
宰
篇
に
「
人
昼
に
興
く
れ
ば
、

魂
目
に
麗
く
。
…
…
魂
目
に
麗
く
、
故
に
能
く
見
る
」
と
あ
る
。

本
節
は
、
「
焚
魂
」
「
精
学
」
の
語
を
用
い
、
魂
の
状
態
が
視
覚
機

能
の
状
態
を
左
右
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。
ま
た
、
魂
は
昼
間

に
視
覚
と
し
て
機
能
す
る
ほ
か
、
夜
間
に
は
夢
見
の
現
象
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
て
い
る
。
（
『
荘
子
』
斉
物
論
「
其
｛
昧
也
魂
交
」
、
『
列

子
』
周
穆
王
「
神
遇
為
夢
」
）
こ
の
こ
と
か
ら
、
昼
夜
を
通
し
て
活

動
し
う
る
魂
の
動
静
は
、
身
体
の
そ
れ
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も

の
で
は
な
い
と
言
え
る
。
（
次
節
参
照
）
0
楊
子
：
：
•
•
前
漢
の
揚
雄
。

字
は
子
雲
。
蜀
郡
成
都
の
人
。
辞
賦
に
優
れ
る
一
方
で
、
儒
教
宣

揚
の
た
め
に
『
法
言
』
『
太
玄
』
を
著
し
た
。

O
職
枯
…
…
む
な
し

く
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
「
職
、
空
也
、
廃
也
。
」
（
『
漢
書
』
買
山

伝
「
職
日
十
年
」
顔
師
古
注
）

0
職
沈
…
…
む
な
し
く
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
。

O
精
光
：
·
：
•
明
る
い
光
。
「
精
、
明
也
。
（
『
史

記
』
天
官
書
「
天
精
而
見
景
星
」
『
集
解
』
引
孟
康
注
）

【
原
文

国
図
登
与
寝
興
覚
｛
昧
為
動
静
哉
、
故
形
雖
麻
而
神
弗
｛
昧
‘
或
倣
於

寂
、
或
通
於
触
、
神
有
触
倣
、
則
麻
有
夢
否
、

向
陶
神
触
於
形
‘
然
後
有
夢
、
無
触
則
雖
｛
昧
而
不
夢
、

荘
子
、
成
然
劉
‘
速
然
覚
、

②
 

朱
子
語
類
日
、
夫
子
、
瓶
麻
者
、
心
之
動
静
也
、
有
思
無
思

者
、
又
動
中
之
動
静
也
、
有
夢
無
夢
者
、
又
静
中
之
動
静
也
、

但
廂
陽
而
｛
昧
陰
、
膳
清
而
｛
昧
濁
、
膳
有
主
而
｛
昧
無
主
、
故
寂

然
感
通
之
妙
、
必
於
膳
而
言
之
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
、

②
芸
本
は
、

「
夢
」
を

「
日
夫
子
」

「
｛
昧
」
に
作
る
。

を
「
朱
子
日
」

に
作
る
。

【
書
き
下
し
文
】

国
図
登
に
寝
興
・
覚
麻
と
と
も
に
動
静
を
な
さ
ん
や
。
故
に
形

は
｛
昧
ぬ
る
と
雖
も
神
は
｛
昧
ね
ず
、
或
い
は
寂
に
お
い
て
敏
め
、

或
い
は
触
に
お
い
て
通
ず
。
神
に
触
と
倣
と
あ
れ
ば
、
則
ち

麻
ね
て
夢
み
る
と
否
と
あ
り
。

向
叫
神
形
に
触
れ
、
然
る
後
に
夢
あ
り
。
触
る
る
こ
と
な
け
れ

ば
則
ち
｛
昧
ぬ
る
と
雖
も
夢
み
ず
。

『
荘
子
』
〔
徳
充
符
〕
、
成
然
と
し
て
夢
み
て
、
速
然
と
し

て
覚
む
。
（
翡
）

『
朱
子
語
類
』
〔
拾
遺
〕
日
く
、
夫
子
、
病
｛
昧
は
、
心
の
動

静
な
り
。
思
う
あ
る
と
思
う
な
き
と
は
、
又
た
動
中
の
動
静
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な
り
。
夢
み
る
こ
と
あ
り
夢
み
る
こ
と
な
き
は
、
又
た
静
中

の
動
静
な
り
。
但
だ
膳
は
陽
に
し
て
｛
昧
は
陰
、
病
は
清
に
し

て
｛
昧
は
濁
、
語
は
主
あ
り
て
｛
昧
は
主
な
し
。
故
に
寂
然
感
通

の
妙
は
、
必
ず
膳
に
お
い
て
之
を
言
う
。
（
注
45)

【
現
代
語
訳
】

ど
う
し
て
寝
興
や
覚
麻
〔
と
い
う
身
体
の
活
動
•
静
止
〕
に
合

わ
せ
て
〔
精
神
も
〕
活
動
•
静
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

〔
身
体
と
精
神
の
動
静
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
〕

だ
か
ら
、
身
体
は
寝
て
い
て
も
精
神
は
寝
て
お
ら
ず
、
静
か
に
お

さ
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
何
か
に
触
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
〔
こ
の
よ
う
に
、
身
体
が
寝
て
い
る
静
か
な
状
態
で
も
、
〕
精

神
は
〔
何
か
に
〕
触
れ
て
動
い
た
り
静
か
に
お
さ
ま
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
寝
て
い
て
も
夢
を
見
た
り
見
な
か
っ
た
り
す

る
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

0
成
然
…
…
心
安
ら
か
な
さ
ま
。
「
間
放
之
貌
。
」
（
『
荘
子
』
成
玄

英
疏
）
〇
蓮
然
…
…
は
っ
と
驚
く
さ
ま
。
「
驚
喜
之
貌
。
」
（
『
荘
子
』

成
玄
英
疏
）

0
病
陽
而
｛
昧
陰
、
膳
清
而
｛
昧
濁
、
膳
有
主
而
｛
昧
無
主
、

故
寂
然
感
通
之
妙
、
必
於
膳
而
言
之
•
•
•
…
「
主
」
は
一
身
の
主
宰

者
で
あ
る
「
心
」
の
こ
と
。
「
寂
然
」
は
「
心
」
の
本
体
、
「
感
通
」

は
「
心
」
の
作
用
を
言
う
。
（
往
46)

「
心
が
、
そ
の
作
用
と
し
て

発
動
す
る
「
感
通
」
と
は
、
万
物
の
生
育
や
活
動
の
妙
を
、
覚
醒

時
に
知
覚
す
る
こ
と
。
（
注
47)

【
原
文
】

国
国
神
之
所
触
、
或
連
、
或
涸
、
或
永
、
或
暫
、
晴
晦
異
象
、
蹟

堕
異
態
、
栄
辱
異
境
、
勝
負
異
持
、
凡
禎
祥
妖
頚
之
類
、
紛

杏
而
莫
之
綜
核
、
雖
開
昔
所
未
嘗
賭
聞
者
、
亦
皆
凝
会
於
夢
、

此
其
一
｛
昧
之
所
得
吉
悪
、
可
従
而
占
也
、
曾
何
分
於
昼
夜
、

鳳
孔
子
日
、
死
生
存
亡
、
窮
達
貧
富
、
賢
与
不
肖
‘
毀
誉
、
餓

渇
、
寒
暑
、
是
事
之
変
、
命
之
行
也
、
日
夜
、
相
代
乎
前
、

故
夢
亦
猶
是
、

【
書
き
下
し
文
】

澤
ぃ
は
通
パ
冨
ぃ

と
お

困
図
神
の
触
る
る
と
こ
ろ
、
或
い
は
連
く
、

は
氷
く
、
或
い
は
暫
し
。
晴
晦
は
象
を
異
に
し
、
蹟
堕
は
態

を
異
に
し
、
栄
辱
は
境
を
異
に
し
、
勝
負
は
持
を
異
に
す
。

ふ

ん

よ

う

そ

う

か

く

凡
そ
禎
祥
妖
戟
の
類
は
、
紛
杏
に
し
て
之
を
綜
核
す
る
な
し
。

膊
昔
未
だ
嘗
て
賭
聞
せ
ざ
る
と
こ
ろ
と
雖
も
、
ま
た
み
な
夢

に
凝
会
す
。
此
れ
其
の
一
｛
昧
の
得
る
と
こ
ろ
の
吉
悪
は
、
従

り
て
占
う
べ
き
な
り
。
曾
ち
何
ぞ
昼
夜
を
分
け
ん
。
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国

固

子

』

徳

充

符

〕

孔

子

日

く

、

死

生

存

亡

、

窮

達

貧

富
、
賢
と
不
肖
、
毀
誉
、
餓
渇
、
寒
暑
は
、
是
れ
事
の
変
、

命
の
行
な
り
。
日
夜
、
前
に
相
い
代
わ
る
、
と
。
」
故
に
夢

も
ま
た
猶
お
是
く
の
ご
と
し
。
（
注
48)

【
現
代
語
訳
】

精
神
が
触
れ
る
の
は
、
〔
空
間
的
に
〕
遠
い
と
こ
ろ
の
も
の
、
近

い
と
こ
ろ
の
も
の
、
〔
時
間
的
に
〕
遥
か
な
と
こ
ろ
の
も
の
、
近
い

〔
直
近
の
〕
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
晴
れ
と
曇
り
と
は
天
象
の

違
い
で
あ
り
、
上
昇
と
下
降
と
は
動
作
の
違
い
で
あ
り
、
栄
誉
と

恥
辱
と
は
巡
り
合
わ
せ
の
違
い
で
あ
り
、
勝
利
と
敗
退
と
は
〔
そ

れ
ぞ
れ
の
〕
持
ち
前
の
違
い
で
あ
る
。
お
よ
そ
吉
祥
や
災
い
の
し

る
し
と
い
っ
た
類
は
‘
入
り
乱
れ
て
い
て
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら

ず
、
す
っ
き
り
と
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
前
に
ま
っ
た

く
見
聞
き
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
も
、
み
な
夢
の
中
に
集
ま
っ

て
く
る
。
一
眠
り
し
て
得
た
〔
夢
の
〕
吉
凶
は
、
〔
ど
れ
も
〕
占
う

こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
て
昼
だ
と
か
夜
だ
と
か
の
区
別
を
し
よ

、。
ろっカ【

語
注
】

0
連
：
・
…
遠
い
。
「
連
、
遠
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）

0
通
：
：
：
近

い
。
「
父
母
孔
通
」
（
『
詩
経
』
周
南
・
汝
墳
）
の
毛
伝
に
「
通
、

訳
者
注

近
也
」
と
あ
る
。

O
永
…
…
久
し
い
。

O
暫
…
…
わ
ず
か
な
時
間
。

「
暫
、
不
久
也
。
」
（
『
説
文
解
字
』
）
〇
晴
晦
…
…
空
が
晴
れ
る
こ

と
と
曇
る
こ
と
。
「
晦
」
は
風
雨
に
よ
る
雲
で
空
が
暗
く
な
る
こ
と
。

「
晦
、
昏
也
。
」
（
『
詩
経
』
鄭
風
・
風
雨
「
風
雨
如
晦
」
毛
伝
）

〇
蹟
堕
…
…
上
昇
と
下
降
。
「
蹟
、
升
也
。
」
（
『
詩
経
』
小
雅
・
斯

干
「
君
子
仮
蹟
」
毛
伝
）

0
紛
杏
…
…
「
上
天
之
稗
、
沓
旭
弁
分
。
」

（
『
文
選
』
揚
雄
「
廿
泉
賦
」
）
「
善
日
、
杏
、
深
遠
也
。
」
（
六
臣

注）

0
綜
核
…
…
物
事
を
調
べ
ま
と
め
て
明
ら
か
に
す
る
。
「
私
願

偕
黄
髪
、
逍
遥
綜
琴
書
。
」
（
『
文
選
』
何
部
「
贈
張
華
詩
」
）
「
善

日
、
…
…
王
粛
『
周
易
』
注
日
、
綜
、
理
事
也
。
」
（
六
臣
注
）

0

疇
昔
…
…
以
前
。
む
か
し
。
「
疇
」
は
発
語
の
辞
。
「
予
賭
昔
之
夜
、

夢
坐
莫
於
両
櫓
之
間
。
」
（
『
礼
記
』
檀
弓
上
）
「
疇
、
発
声
也
。
昔
、

猶
前
也
。
」
（
鄭
玄
注
）
（
注49
)
0
凝
会
：
·
：
•
か
た
ま
り
あ
つ
ま
る
。

〇
是
事
之
変
、
命
之
行
也
、
日
夜
相
代
乎
前
：
・
…
死
生
や
存
亡
、

窮
達
や
貧
富
な
ど
は
、
ど
れ
も
人
間
世
界
に
お
い
て
生
じ
る
現
象

の
変
化
、
運
命
の
流
れ
で
あ
り
、
日
夜
代
わ
る
代
わ
る
目
の
前
に

現
れ
る
も
の
で
あ
る
0

(:¥':! 
50)

こ
の
記
述
を
受
け
た
「
故
に
夢
も
ま

た
猶
お
是
く
の
ご
と
し
」
と
い
う
陳
士
元
の
言
葉
は
、
夢
が
、
常

に
止
む
こ
と
の
な
い
吉
凶
の
変
化
の
中
か
ら
発
現
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
昼
夜
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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巻
。
甘
徳
長
柳
占
夢
二
十
巻
。
」
（
『
漢
書
』

(
1
)

「
黄
帝
長
柳
占
夢
十

芸
文
志
）

(
2
)
ま
た
、
黄
帝
や
甘
徳
の
名
を
冠
し
た
占
夢
書
の
存
在
は
、
両
者
と

夢
と
が
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
。
黄
帝
に
関
し
て
は
、
『
列
子
』
周
穆
王
篇
に
「
欲
弁
覚
夢
、
唯

黄
帝
孔
丘
」
と
あ
り
、
夢
を
深
く
理
解
す
る
聖
人
と
し
て
黄
帝
の
名

を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
占
夢
は
天
体
の
運
行
と
も
深
く
関
わ
る
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
・
占
夢
に
「
占
夢
、

掌
其
歳
時
、
観
天
地
之
会
、
弁
陰
陽
之
気
、
以
日
月
星
辰
占
六
夢
之

吉
凶
」
と
あ
る
）
、
天
文
家
で
あ
る
甘
徳
も
占
夢
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
^
)

(
3
)

「
大
卜
、
掌
一
―
一
兆
之
法
。
一
日
玉
兆
、
＿
‘
-
日
瓦
兆
‘
一
一
＿
日
原
兆
‘
其

経
兆
之
体
、
皆
百
有
二
十
、
其
頌
皆
千
有
二
百
。
掌
三
易
之
法
、
一

日
運
山
―
‘
―
日
帰
蔵
‘
三
日
周
易
‘
其
経
卦
皆
八
、
其
別
皆
六
十
有

四
。
掌
一
一
＿
夢
之
法
‘
一
日
致
夢
‘
-
‘
―
日
綺
夢
‘
-
-
＿
日
咸
陸
‘
其
経
運

十
、
其
別
九
十
。
」
（
『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
•
大
卜
）

(
4
)
「
致
夢
、
言
夢
之
所
至
。
夏
后
氏
作
焉
。
咸
、
皆
也
。
捗
之
言
得
也
。

読
如
王
徳
蓄
人
之
徳
。
言
夢
之
皆
得
。
周
人
作
焉
。
杜
子
春
云
、
綺
、

読
為
帝
偉
之
帝
。
其
字
当
直
為
帝
。
玄
謂
、
綺
読
如
諸
戎
椅
之
椅
。

椅
亦
得
也
。
亦
言
夢
之
所
得
。
殷
人
作
焉
。
」
（
『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
・

大
卜
「
掌
三
夢
之
法
」
鄭
玄
注
）
「
王
徳
蛮
人
」
は
、
『
左
伝
』
倍
公

二
十
四
年
伝
に
見
え
る
。
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
其
の
恩
を
荷
う
は
、

之
を
徳
を
為
す
と
謂
う
」
と
あ
り
、
「
徳
」
は
恵
み
を
享
受
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
「
諸
戎
椅
」
は
『
左
伝
』
襄
公
十
四
年
に
見
え
る
。

ひ

そ
の
杜
預
注
に
「
其
の
足
を
椅
く
な
り
（
足
を
引
っ
張
っ
て
と
ら
え

る
こ
と
）
」
と
あ
る
。
上
記
の
注
で
は
、
「
徳
」
「
椅
」
と
も
に
、
広
く

「
得
る
」
の
意
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
『
左
伝
』
倍
公
二
十
八
年
伝
「
原
田
毎
毎
」
の
杜
預
注
に
「
高
平
日

原
」
と
あ
る
。
ま
た
恵
棟
『
九
経
古
義
』
巻
八
に
、
「
高
印
之
田
、
訴

如
亀
文
、
故
日
原
田
。
兆
之
璧
錐
有
似
高
印
之
田
、
故
日
原
兆
」
と

あ
る
。

(
6
)
「
以
邦
事
作
亀
之
八
命
。
一
日
征
、
二
日
象
、
三
日
与
、
四
日
謀
、

五
日
果
、
六
日
至
、
七
日
雨
、
八
日
疼
。
以
八
命
者
賛
三
兆
•
三
易
·

三
夢
之
占
、
以
観
国
家
之
吉
凶
、
以
詔
救
政
。
」
（
『
周
礼
』
春
官
・
宗

伯
•
大
卜
）

(
7
)
「
国
之
大
事
待
著
亀
而
決
者
有
八
。
定
作
其
辞
於
将
卜
以
命
亀
也
。
」

（
『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
•
大
卜
「
以
邦
事
作
亀
之
八
命
」
鄭
玄
注
）
、

「
以
此
八
事
命
卜
笙
著
亀
、
参
之
以
夢
。
」
（
『
周
礼
』
春
官
・
宗
伯
・

大
卜
「
以
八
命
者
賛
三
兆
•
三
易
・
三
夢
之
占
」
鄭
司
農
注
）

(
8
)
『
易
』
の
引
用
は
、
「
天
垂
象
見
吉
凶
」
（
繋
辞
伝
上
）
に
よ
る
。
「
春

秋
伝
」
の
引
用
は
、
「
天
事
恒
象
」
（
『
左
伝
』
昭
公
十
七
年
）
に
よ
り
、

そ
の
杜
預
注
に
「
天
道
恒
以
象
類
告
示
人
」
と
あ
る
。

(
9
)
『
左
伝
』
昭
公
十
七
年
伝
に
、
「
呉
伐
楚
、
陽
匂
為
令
手
、
卜
戦
不
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吉
。
司
馬
子
魚
日
、
我
得
上
流
、
何
故
不
吉
。
且
楚
故
、
司
馬
令
亀
、

我
請
改
卜
。
令
日
、
鮪
也
、
以
其
属
死
之
、
楚
師
継
之
、
尚
大
克
之
。

吉
。
戦
干
長
岸
、
子
魚
先
死
、
楚
師
継
之
、
大
敗
呉
師
、
獲
其
乗
舟

余
皇
」
と
あ
る
。

(10)

「
大
観
在
上
、
順
而
巽
、
中
正
以
観
天
下
。
観
、
盟
而
不
薦
、
有
学

顕
若
、
下
観
而
化
也
。
観
天
之
神
道
、
而
四
時
不
成
‘
聖
大
以
神
遣

設
教
、
而
天
下
服
突
。
」
（
『
易
』
観
・
象
伝
）

(
1
1
)
「
聖
人
以
此
洗
心
、
退
蔵
於
密
、
吉
凶
与
民
同
患
。
神
以
知
来
、
知

以
蔵
往
、
其
執
能
与
此
哉
。
古
之
聡
明
叡
知
、
神
武
而
不
殺
者
夫
。

是
以
明
於
天
之
道
、
而
察
於
民
之
故
、
是
興
神
物
以
前
民
用
。
聖
人

以
此
斉
戒
、
以
神
明
其
徳
夫
。
是
故
閾
戸
謂
之
坤
、
閻
戸
謂
之
乾
。

一
閾
一
閻
謂
之
変
‘
往
来
不
窮
謂
之
通
。
見
乃
謂
之
象
、
形
乃
謂
之

器
。
制
而
用
之
謂
之
法
‘
秤
暦
出
大
‘
‘
民
成
用
之
謂
之
神
。
」
（
『
易
』

繋
辞
伝
上
）

(12)

（
注
1
1
)
を
参
照
。

(13)
「
七
、
稽
疑
。
択
建
立
卜
笙
人
、
乃
命
卜
笙
、
日
雨
、
日
芸
、
日
蒙
、

日
駅
、
日
克
、
日
貞
、
日
悔
。
凡
七
、
卜
五
、
占
用
二
、
術
成
。
立

時
人
作
卜
箆
、
三
人
占
、
則
従
二
人
之
言
。
汝
則
有
大
疑
‘
謀
及
乃

心
、
謀
及
卿
士
、
謀
及
庶
人
‘
謀
及
ド
筈
°
」
(
『
尚
書
』
洪
範
）

(14)

し
か
し
、
一
方
で
は
「
若
亀
」
が
「
神
物
」
と
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
「
是
以
明
於
天
之
道
、
而
察
於
民
之
故
、
是
興
神
物
、
以
前
民
用
。
」

（
『
易
』
繋
辞
伝
上
）
、
「
天
生
著
亀
、
盟
人
法
則
之
、
以
為
卜
笙
也
。
」

（
『
易
』
繋
辞
伝
上
「
天
生
神
物
、
聖
人
則
之
」
韓
康
伯
注
）

(15)
『
夢
占
逸
旨
』
の
自
注
で
は
、
疑
義
が
発
生
す
れ
ば
即
刻
卜
筑
を
執

り
行
う
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
忠
実
な
引
用
で
は
な
い
。
疑

義
が
生
じ
た
場
合
、
本
来
な
ら
ば
、
ま
ず
為
政
者
自
身
が
熟
慮
し
、

更
に
卿
士
（
大
夫
、
士
も
含
む
。
『
尚
書
』
孔
疏
及
び
疏
引
鄭
玄
注
を

参
照
。
）
及
び
民
衆
に
問
う
。
卜
窟
は
、
為
政
者
を
始
め
と
す
る
人
間

の
考
え
だ
け
で
は
定
め
が
た
い
と
な
っ
た
時
に
初
め
て
執
り
行
わ
れ

る
。
（
注
13)
を
参
照
。

(16)

「
精
気
為
物
、
遊
魂
為
変
、
是
故
知
鬼
神
之
情
状
、
与
天
地
相
似
、

故
不
違
。
知
周
乎
万
物
而
道
済
天
下
、
故
不
過
。
芳
行
而
不
流
、
楽

天
知
命
、
故
不
憂
。
安
土
敦
乎
仁
、
故
能
愛
。
範
囲
天
地
之
化
而
不

過
、
曲
成
万
物
而
不
造
、
通
乎
昼
夜
之
道
而
知
。
故
神
無
方
而
易
無

体
。
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
上
）

(17)
「
生
者
、
仮
借
也
。
仮
之
而
生
生
者
、
塵
垢
也
。
死
生
為
昼
夜
。

（『荘

子
』
至
楽
）

(18)

「
古
人
云
‘
千
載
一
聖
‘
猶
旦
暮
也
。
五
百
年
一
賢
、
猶
比
膊
也
。

言
型
賢
之
難
得
、
疏
闊
如
此
。
」
（
『
顔
子
家
訓
』
慈
賢
）
以
下
、
『
顔

子
家
訓
』
に
つ
い
て
は
、
王
利
器
撰
『
顔
氏
家
訓
集
解
』
（
増
補
本
）

（
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）
を
用
い
る
。

(19)

「
孔
子
日
、
凡
人
心
険
於
山
川
、
難
於
知
天
、
天
猶
有
春
秋
冬
笈
旦

咋
芯
期
、
人
者
厚
貌
深
情
。
」
（
『
荘
子
』
列
禦
寇
）

(20)
「
閻
戸
謂
之
乾
。
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
上
）
「
乾
道
施
生
。
」
（
韓
康
伯
注
）
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「
闘
戸
謂
吐
生
万
物
也
。
若
室
之
開
閻
其
戸
。
」
（
孔
穎
達
疏
）

(21)
「
閾
戸
謂
之
坤
。
」
（
『
易
』
繋
辞
伝
上
）
「
坤
道
包
物
。
」
（
韓
康
伯
注
）

「
閾
戸
謂
閉
蔵
万
物
。
若
室
之
閉
閾
其
戸
。
」
（
孔
穎
達
疏
）

(22)

「
一
閾
一
閻
謂
之
変
者
、
開
閉
相
循
陰
陽
湿
至
、
或
陽
変
為
陰
、
或

開
而
更
閉
、
或
陰
変
為
陽
、
或
閉
而
還
開
、
是
謂
之
変
也
。
」
（
孔
穎

達
疏
）
そ
の
他
、
「
動
而
静
、
静
而
動
、
閻
閾
往
来
、
更
無
休
息
。
…

…
動
静
如
昼
夜
、
陰
陽
如
東
西
南
北
、
分
従
方
去
。
」
（
『
朱
子
語
類
』

巻
九
四
）
、
「
問
、
陰
陽
動
静
以
大
体
言
、
則
春
夏
是
動
、
属
陽
。
秋

冬
是
静
、
属
陰
。
就
一
日
言
之
、
昼
陽
而
動
、
夜
陰
而
静
。
」
（
『
朱
子

語
類
』
巻
九
四
）

(23)
『
中
庸
章
句
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
『
四
書
章
句
』
（
中
華
書
局
、

一
九
九
六
年
）
を
用
い
る
。

(24)
『
通
書
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
理
学
叢
書
『
周
敦
願
集
』
（
中
華

書
局
、
一
九
九

0
年
）
所
収
の
も
の
を
用
い
る
。
ま
た
、
「
誠
之
通
」

「
誠
之
復
」
に
つ
い
て
は
、
朱
子
と
弟
子
の
間
で
も
次
の
よ
う
に
謡

論
さ
れ
て
い
る
。

「
正
淳
問
、
利
貞
者
性
情
。
日
、
此
是
与
元
亨
相
対
説
。
性
情
如

言
本
体
。
元
亨
是
発
用
処
、
利
貞
是
牧
倣
帰
本
体
処
。
体
却
在
下
、

用
却
在
上
。
蓋
春
便
生
、
夏
便
長
茂
條
達
、
秋
便
有
箇
牧
倣
撮
緊
意

思
、
直
到
冬
方
成
。
…
…
通
書
日
、
元
亨
誠
之
通
、
利
貞
誠
之
復
。

通
即
発
用
、
復
即
本
体
也
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
六
九
）

「
問
、
元
亨
誠
之
通
、
利
貞
誠
之
復
。
元
亨
是
春
夏
、
利
貞
是
秋

冬
。
秋
冬
生
気
既
散
、
何
以
謂
之
牧
倣
。
日
、
其
気
已
散
、
牧
倣
者

乃
其
理
耳
。
日
、
冬
間
地
下
気
暖
、
便
也
是
気
牧
倣
在
内
。
日
、
上

面
気
自
散
了
、
下
面
暖
底
乃
自
是
生
来
、
却
不
是
巳
散
之
気
復
為
生

気
也
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
）

「
問
、
通
復
二
字
。
先
生
謂
、
誠
之
通
、
是
造
化
流
行
、
未
有
成

立
之
初
、
所
謂
継
之
者
善
。
誠
之
復
、
是
万
物
已
得
此
理
、
而
皆
有

所
帰
蔵
之
時
、
所
謂
成
之
者
性
。
在
人
則
感
而
遂
通
者
、
誠
之
通
。

寂
然
不
動
者
、
誠
之
復
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
）

「
問
、
誠
者
、
物
之
終
始
。
看
来
凡
物
之
生
、
必
実
有
其
理
而
生
。

及
其
終
也
、
亦
是
此
理
合
到
那
裏
尽
了
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
六
四
）

(25)
「
凡
天
文
在
図
籍
昭
昭
可
知
者
、
経
星
常
宿
中
外
官
凡
百
一
十
八
名
、

積
数
七
百
八
十
三
星
、
皆
有
州
国
官
宮
物
類
之
象
。
其
伏
見
・
蚤
晩
．

邪
正
・
存
亡
•
虚
実
・
闊
隠
•
及
五
星
所
行
・
合
散
•
犯
守
・
陵

歴
・
闘
食
・
彗
幸
•
飛
流
·
日
月
薄
食
・
箪
適
・
背
穴
•
抱
耳
•
虹

蜆
．
迅
雷
・
風
妖
•
怪
雲
·
変
気
、
此
皆
陰
陽
芯
精
‘
其
本
在
地
‘

而
上
発
千
天
者
也
°
」
(
『
漢
書
』
天
文
志
）

(26)
『
史
記
』
天
官
書
の
『
正
義
』
に
「
卿
音
慶
」
と
あ
る
。

(
2
7
)
「
孫
氏
瑞
応
図
日
‘
景
星
者
、
大
星
也
°
吠
如
半
庁
、
生
於
晦
朔
、

助
月
為
明
、
王
者
木
秋
大
則
見
。
」
（
『
芸
文
類
衆
』
巻
一
）

(
2
8
)
「
若
煙
非
煙
、
若
雲
非
雲
、
郁
郁
紛
紛
‘
齋
索
輪
困
‘
是
謂
卿
雲
。

卿
雲
、
喜
気
也
。
」
（
『
史
記
』
天
官
書
）

(
2
9
)
「
天
子
孝
則
景
雲
見
。
」
（
『
太
平
御
覧
』
巻
八
七
二
）
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(30)
「
天
下
太
平
、
符
瑞
所
以
来
至
者
、
以
為
王
者
承
統
理
、
調
和
陰
陽
、

陰
陽
和
、
万
物
序
、
休
気
充
塞
、
故
符
瑞
並
翔
、
皆
応
徳
而
至
。
：
・

…
徳
至
山
陵
‘
則
景
雲
出
‘
芝
実
茂
、
陵
出
黒
丹
、
阜
出
蓬
i

甫
、
山

出
器
車
‘
沢
出
神
鼎
。
徳
至
淵
泉
‘
則
黄
龍
見
、
岡
泉
湧
‘
河
出
龍

図
、
洛
出
亀
書
、
江
出
大
貝
、
海
出
明
珠
。
」
（
『
白
虎
通
』
封
禅
）

(31)
『
文
選
』
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
四
部
叢
刊
初
編
景
宋
刊
本
『
文
選

六
臣
註
』
を
用
い
る
。

(32)

「
妖
星
彗
李
之
属
也
。
」
（
『
漠
書
』
天
官
書
、
晋
灼
注
）

(33)

「
翁
、
雨
土
也
。
」
（
『
詩
経
』
邸
風
・
終
風
、
毛
伝
）
「
孫
炎
日
、
大

風
揚
塵
土
従
上
下
也
。
」
（
孔
疏
）

(
3
4
)
「
霧
也
。
又
祇
亦
同
。
不
祥
気
也
。
」
（
続
修
四
庫
全
書
景
明
刊
本
『
成

化
丁
亥
重
刊
改
併
五
音
類
緊
四
声
篇
海
』
）
本
書
は
、
金
の
韓
孝
彦
・

韓
道
昭
が
編
第
し
た
字
書
『
改
併
五
音
類
緊
四
声
篇
海
』
（
『
五
音
篇

海
』
）
を
、
明
の
釈
文
儒
ら
が
剛
補
し
た
も
の
。

(35)
「
礼
緯
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
同
文
が
『
史
記
』
周
本
紀
に
見
え
る
。

「
夫
国
必
依
山
川
、
山
崩
川
喝
、
亡
国
之
徴
也
。
川
喝
必
山
崩
。
」

(36)
「
逮
至
衰
世
、
…
…
江
、
河
、
三
川
、
絶
而
不
流
‘
夷
羊
在
牧
。
」
（
『
淮

南
子
』
本
経
訓
）
「
夷
羊
、
土
神
。
殷
之
将
亡
、
見
於
商
郊
牧
野
之
地
。
」

（
高
誘
注
）

(37)

「
独
与
天
地
精
神
往
来
而
不
敷
悦
於
万
物
、
不
譴
是
非
、
以
与
世
俗

処
。
」
（
『
荘
子
』
天
下
）

(38)

「
肺
主
目
、
腎
主
鼻
、
胆
主
口
‘
肝
主
耳
、
外
為
表
而
内
為
襄
。
開

閉
、
張
歓
、
各
有
経
紀
。
故
頭
之
円
也
象
天
、
足
之
方
象
也
象
地
。

天
有
四
時
•
五
行
・
九
解
·
三
百
六
十
六
日
。
人
亦
有
四
支
•
五
臓
・

九
疲
•
三
百
六
十
六
節
。
天
有
風
雨
寒
暑
、
人
亦
有
取
与
喜
怒
。
故

胆
為
雲
、
肺
為
気
、
肝
為
風
、
腎
為
雨
、
牌
為
雷
、
以
与
天
地
相
参

也
。
而
心
為
之
主
。
」
（
『
淮
南
子
』
精
神
訓
）

(
3
9
)
「
審
死
生
之
分
、
別
同
異
之
跡
、
節
動
静
之
機
、
以
反
其
性
命
之
宗
、

所
以
使
人
愛
獲
其
精
神
、
撫
静
其
魂
塊
、
不
以
物
易
己
、
而
堅
守
虚

無
之
宅
者
也
。
」
（
『
淮
南
子
』
要
略
）

(
4
0
)
『
説
苑
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
は
不
詳
。
同
文
が
『
関
手
子
』
二
柱

篇
に
見
え
る
。
「
心
応
棗
、
肝
応
楡
、
我
通
天
地
、
将
陰
夢
水
、
将
晴

夢
火
、
天
地
通
我
。
」

(41)

「
日
有
光
、
月
有
明
。
三
年
不
目
日
、
視
必
盲
。
三
年
不
目
月
、
精

必
曖
。
焚
魂
畷
枯
‘
糟
竿
畷
沈
。
」
（
『
揚
子
法
言
』
修
身
）
以
下
、
四

庫
全
書
所
収
『
法
言
集
註
』
を
用
い
る
。

(42)

「
宗
元
日
、
焚
、
明
也
。
焚
魂
司
目
之
用
者
也
。
糟
当
為
精
。
苧
如

繭
李
之
苧
、
目
精
之
表
也
。
言
魂
之
焚
明
職
久
則
枯
、
精
之
軽
浮
隈

久
則
沈
、
不
目
日
月
、
目
之
用
廃
突
。
以
至
於
索
塗
冥
行
而
已
突
。
」

（
『
法
言
集
註
』
修
身
）
「
腹
苧
」
と
は
、
葦
の
茎
の
中
に
あ
る
薄
い

膜
。
転
じ
て
大
変
軽
く
薄
い
こ
と
を
指
す
。

(
4
3
)
「
秘
日
、
焚
、
光
。
焚
魂
、
神
光
。
精
苧
、
精
之
白
也
。
故
本
精
作

糟
、
柳
宗
元
云
、
糟
当
為
精
。
言
盲
暇
之
患
。
神
光
久
職
則
枯
、
目

精
久
額
則
沈
。
於
是
以
杖
摘
地
而
求
路
冥
冥
然
行
突
。
」
（
『
法
言
集
註
』
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修
身
）

(44)

「
夫
大
塊
載
我
以
形
、
労
我
以
生
、
侠
我
以
老
、
息
我
以
死
。
故
善

吾
生
者
、
乃
所
以
善
吾
死
也
。
今
大
冶
鋳
金
、
金
踊
躍
日
我
且
必
為

鎮
錦
、
大
冶
必
以
為
不
祥
之
金
。
今
一
犯
人
之
形
、
而
日
人
耳
人
耳
、

夫
造
化
者
必
以
為
不
祥
之
人
。
今
一
以
天
地
為
大
鑢
、
以
造
化
為
大

冶
、
悪
乎
往
而
不
可
哉
。
成
然
餘
‘

i

還
然
党
°
」
(
『
荘
子
』
大
宗
師
）

(45)

「
病
｛
昧
者
、
心
之
動
静
也
。
有
思
無
思
者
、
又
動
中
之
動
静
也
。
有

夢
無
夢
者
、
又
静
中
之
動
静
也
。
但
膳
陽
而
麻
陰
、
病
清
而
麻
濁
、

瓶
有
主
而
麻
無
主
、
故
寂
然
感
通
之
妙
、
必
於
廂
而
言
之
。
」
（
『
朱
子

語
類
』
巻
百
四
十
）

(46)
『
大
学
章
句
』
第
一
章
「
欲
修
其
身
者
、
先
正
其
心
」
朱
注
に
「
心

者
、
身
之
所
主
也
」
と
あ
る
。
「
寂
然
感
通
」
に
つ
い
て
は
、
『
易
』

繋
辞
伝
上
に
「
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
天
下
之
故
」
と
あ
る
。
ま
た
、

「
陳
厚
之
問
、
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
。
日
、
寂
然
是
体
、
感
是
用
。

当
其
寂
然
時
、
理
固
在
此
、
必
感
而
後
発
。
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
七

五
）
、
「
心
一
也
、
有
指
体
而
言
者
〔
寂
然
不
動
是
也
〕
、
有
指
用
而
言

者
〔
感
而
遂
通
天
下
之
故
是
也
〕
、
惟
観
其
所
見
如
何
耳
、
」
（
『
二
程

集
』
所
収
『
河
南
程
氏
文
集
』
巻
九
「
与
呂
大
臨
論
中
書
」
、
〔
〕

内
は
朱
子
注
）
を
参
照
。

(47)

「
某
思
、
此
窪
謂
人
生
具
有
陰
陽
之
気
。
神
発
於
陽
、
晩
根
於
陰
゜

心
也
者
、
則
麗
陰
陽
、
而
乗
其
気
、
無
間
於
動
静
、
即
神
之
所
会
而

為
塊
之
主
也
。
昼
則
陰
伏
蔵
而
陽
用
事
、
陽
主
動
、
故
神
運
塊
随
而

為
廂
。
夜
則
陽
伏
蔵
而
陰
用
事
、
陰
主
静
、
故
塊
定
神
蟄
而
為
麻
°

神
之
運
、
故
虚
霊
知
覚
之
体
顕
然
呈
露
、
有
苗
裔
之
可
尋
、
如
一
陽

復
、
後
万
核
之
有
春
意
焉
。
此
心
之
寂
感
所
以
為
妙
、
而
於
廂
也
為

有
主
。
神
之
蟄
、
故
虚
霊
知
覚
之
体
沈
然
潜
隠
、
惜
無
樅
跡
、
如
純

坤
月
、
万
核
之
生
性
、
不
可
窺
其
朕
焉
。
此
心
之
寂
感
所
以
不
若
賭

之
妙
、
而
於
｛
昧
也
為
無
主
。
」
（
陳
淳
『
北
渓
大
全
集
』
巻
六
「
詳
病

麻
動
静
」
）

(
4
8
)
「
哀
公
日
、
何
謂
オ
全
°
仲
尼
日
‘
死
生
存
亡
‘
窮
達
貧
富
‘
賢
与

衣
肖
‘
毀
誉
‘
飢
渇
‘
寒
暑
‘
是
平
芯
変
‘
甜
芯
行
應
。
圧
夜
楷
代

乎
前
‘
而
知
不
能
規
乎
其
始
者
也
。
」
（
『
荘
子
』
徳
充
符
）

(49)

「
皆
謂
語
辞
不
為
義
也
。
」
（
『
領
雅
』
釈
詰
「
睛
、
執
、
誰
也
」
邪

晟
疏
）
、
「
誰
昔
、
昔
也
。
」
（
『
詩
経
』
陳
風
・
墓
門
「
誰
昔
然
突
」
鄭

箋
）
、
「
誰
、
発
語
辞
。
」
（
『
爾
雅
』
釈
訓
「
誰
昔
、
昔
也
」
郭
瑛
注
）

(
5
0
)
「
夫
命
行
事
変
、
不
舎
昼
夜
、
推
之
不
去
、
留
之
不
停
。
故
オ
全
者
、

随
所
遇
而
任
之
。
」
（
郭
象
注
）
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